
第５・６学年 国語科学習指導案 
〈第５学年〉                                          

◆単元名  和の文化について調べよう 「和の文化を受けつぐ―和菓子をさぐる」                            

１ 単元構想                                        ４ 研究主題に関わって 

 

 

 

 

  

                                              ５ 学習の流れ〔全１４時間〕 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

 

                                 

                                                

 

 

（２）単元の評価規準  

 

 

 

 

 

３ 単元の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

①情報と情報との関

係付けの仕方を理解

できる。…(2)イ 

 

 

 

①「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や

文章を整えることができる。B(1)オ 

②「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりすることができる。

…C(1)ウ 

①言葉がもつよさを認識するとともに、

進んで読書をし、国語の大切さを自覚し

て思いや考えを伝え合おうとする。 

知識・技能 思考、判断、表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報と情報との関

係付けの仕方を理解

している。…C(2)ウ 

 
 

①「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や

文章を整えている。B(1)オ 

②「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりしている。…C(1)ウ 

①言葉がもつよさを認識するとともに、

進んで読書をし、国語の大切さを自覚し

て思いや考えを伝え合おうとしている。 

４年   ５月 

みんなで新聞を作ろう 

★知らせたいことを新聞で伝える 

4 年   10 月 

くらしの中の和と洋 

★調べたことを関係付ける 

５年   ５月 

動物たちが教えてくれる海の中のくらし 

★知らせたいことを新聞で伝える 本単元 

和の文化を受けつぐ―和菓子をさぐる 

★必要な情報を見つける ★資料を使って説明する ５年   ６月 

環境について報告しよう 

★要旨をとらえる 
６年   １０月 

町の幸福論 

★情報を関係付けて活用する 

６年   ６月 

防災ポスターを作ろう 

★表現の効果を考えて報告する 

単元で身に付けたい力 

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して書く力 

言語活動とその特徴 

 本単元では、複数の資料や本から和の文化について調べ、報告の文章をまとめる言語活動を設定した。調べたり考えたりしたことを

報告するには、複数の資料や本などに書かれていることを比較、分類、関係付けるなどして分かったことと、それらを基に考えたことを

まとめて、文章に書いたり発表したりする力が必要となる。また、報告する際には必要な情報を選んで説明の構成を考えたり、内容や目

的に合わせて資料の形式を工夫したりする必要がある。読み手を意識して、報告の文章を書くことを通して、目的に応じて資料を活用

し、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して書く力を身につけることができると考える。 

 児童はこれまでに、新聞やポスターなどを作成する学習を通して、目的に合わ

せて書くことを学んできた。 

 R3 年度標準学力調査の結果では、国語の正答率は 67.3％と全国よりマイナス

0.5 であった。領域別正答率をみると、「読むこと」は 50.0％、「書くこと」は

25.0％,「話すこと・聞くこと」は 70.0％であった。 

 これまで、国語科の学習では 4 学年の時、「くらしの中の和と洋」、5 学年の 1

学期には「動物たちが教えてくれる海の中のくらし」で、文章構成や要旨の把握の

学習を行ってきた。また、「書くこと」においては、4 学年の時、「みんなで新聞

を作ろう」や、5 学年 1 学期に「環境問題について報告しよう」の学習で、資料を

活用して文章を書く学習を行い、タブレットを使ってまとめることができた。しか

し、文章を書く際にインターネットや書籍に書かれている内容をそのまま列挙し

たり、必要なことを要約したりまとめたりすることが難しい児童がいる。書かれて

いる情報を読み解き、資料を活用して確かで分かりやすい表現ができるよう取り

組ませたい。 

 第一次では、身の回りにある「和の文化」について、どのよう

に受け継がれてきたのかに興味を持たせ、調べたことをまとめる

という学習の見通しを持たせ、学習への意欲を高める。 

 第二次では、筆者の説明の仕方や文章の構成、資料の活用の方

法などを読み取る。そして、総合で調べ学習をした「熊野神社」

について紹介する観点を決め、情報を集め、整理して報告の文章

を作成していく。この時、2 名の児童にはそれぞれのテーマで作

成するが、6 年生にも加わってもらって文章を読み合い、改善点

を話すことでより良いものになると考える。 

 第三次では、自分たちが作成したものを読み返しながら、学習

を振り返らせ、今後、国語科や総合の学習で生かそうとする意欲

へとつなげるようにしたい。 

 

児童の実態 指導観 

【令和３年１０月２７日（水） 第６校時  大用小学校  ５学年：２名 ６学年：２名 計４名  授業者 山脇 昌代】 

 学習過程 主な学習内容及び学習活動 評価の計画及び評価規準、評価の方法 言語活動 
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第
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振
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返
る
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共
有 

共
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①単元のゴールを知り、学習の

見通しを立てる。 
・「熊野の筆を支える人々」を提示し、大

用の「熊野神社」について調べ、報告の

文書を書き、学校に掲示するものを作

るという学習課題を確かめる。 

 

②「和の文化を受けつぐ」を

読んで筆者の説明の仕方を

読み取る。 

・筆者の「和の文化」に対する考

えと文章構成を読み取る。 

・筆者がどのような観点から説明

しているか、どのように資料を

活用しているかを考える。 

 

 

③「熊野神社」について説明

する観点に沿って調べ、情報

を集める。 

・設定した観点に必要な情報を集

め、まとめる。 

 

④情報を整理して報告の文章

を書き、まとまる。（本時） 

・選んだ情報と資料を使って、報

告の文章を書く。 

・完成した報告の文章を 6 年生に

聞いてもらい、交流する。 

⑤単元の学習を振り返る。 

・学習したことを今後どのように生

かしていきたいかを確かめ、今後

の学習意欲を高める。 

【知識・技能】 

・情報と情報との関係付けの仕方を理解し

ている。（発言・観察・ワークシート） 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・これまで学習してきたことを振り返って学習

課題を明確にし、学習の見通しをもって、積

極的に必要な情報を見付けたり論の進め方に

ついて考えたりし、書き表し方を工夫して、

調べたことを報告するものを作成しようとし

ている。（観察・ワークシート） 

【思考・判断・表現②】 

・「書くこと」において、筋道の通った文

章になるように、文章全体の構成や展開

を考えている。 

・「書くこと」において、引用したり、図

表やグラフなどを用いたりして、自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫し

ている。（観察・発表原稿・ワークシー

ト） 
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単元終了時に目指す児童の姿 

○自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して書く姿 

研究主題：確かな学力を身につけ、ともに学び合う子の育成 

〇国語の見方・考え方を働かせる手立てを焦点化させる。 

  ・見方・考え方をどの場面で働かせたいのかを考え、意図的に設定する。 

〇自分や友だちの考えを働かせる手立てをする。 

  ・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動を設定する。 

〇家庭学習(特に予習)を授業の中で生かす場面をつくる。 

・意図的に家庭学習を生かす場面をつくる。 

 

【思考・判断・表現①】 

・「読むこと」において、目的に応じ

て、文章と図表などを結びつけるなど

して必要な情報を見付けたり、論の進

め方について考えたりしている。（発

言・ワークシート） 

 



〈第６学年〉 

  ◆単元名 町の未来をえがこう 「町の幸福論―コミュニティデザインを考える」        ４ 研究主題に関わって 

１ 単元構想 

 

 

 

                                                

                                           

５ 学習の流れ（全１３時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び評価規準 

 （１）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

（２）単元の評価規準  

 

 

 

 

 

 

３ 単元の系統性 

 

                            

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
①情報と情報の関係付け

の仕方、図などによる語

句と語句との関係の表し

方を理解し使うことがで

きる。…（2）イ 

①「話すこと・聞くこと」において、資料を活用するなどして、自分の

考えが伝わるように表現を工夫することができる。…A(1)ウ 

②「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表などを結びつける

などして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えることがで

きる。…C(1)ウ  

①言葉がもつよさを認識するととも

に、進んで読書をし、国語の大切さを

自覚して思いや考えを伝え合おうとす

る。 

知識・技能 思考、判断、表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報と情報の関係付け

の仕方、図などによる語

句と語句との関係の表し

方を理解し使っている。

…（2）イ 

①「話すこと・聞くこと」において、資料を活用するなどして、自分の

考えが伝わるように表現を工夫している。…A(1)ウ 

②「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表などを結びつける

などして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりしてい

る。…C(1)ウ  

①言葉がもつよさを認識するととも

に、進んで読書をし、国語の大切さを

自覚して思いや考えを伝え合おうとし

ている。 

５年   １１月 

和の文化を受けつぐ 

★必要な情報を見つける 

６年   ５月 

イースター島にはなぜ森林がないのか 

★筆者の論の進め方をとらえる 

５年   ６月 

資料を見て考えたことを話そう 

★考えが明確になるように話す 

★資料と関係付けて話す 

本 単 元 

町の未来をえがこう 

★情報を関係付けて活用する  

★プレゼンテーションをする 

６年   ７月 

防災ポスターを作ろう 

★図表やグラフを使う 

学習過程 主な学習内容及び学習活動 評価の計画及び評価規準、評価の方法 言語活動 
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①単元のゴールを知り、学習の

見通しを立てる。 

・私たちの大用小学校についてプレ

ゼンテーションを行うという学習

課題を捉え、学習の流れを確認す

る。 

⑤構成を工夫したり資料を効果

的に活用したりするなどの工

夫をしてプレゼンテーション

を行うことができたかを振り

返る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・これまでの学習や経験を振り返って学習

課題にし、学習の見通しをもって、粘り

強く必要な情報を見付けたり、積極的に

表現を工夫したりしながら、町の未来に

ついて考えたことをプレゼンテーション

しようとしている。（発言、行動観察、 

ノート） 

 

【思考・判断・表現②】 
・「話すこと・聞くこと」において、目的に応

じて、集めた材料を分類したり関係づけたり

して、伝え合う内容を検討している。 

・「話すこと・聞くこと」において、資料を活

用するなどして、自分の考えが伝わるように

表現を工夫している。（発言、ノート、プレ

ゼンテーション） 

 

【知識・技能】 

・情報と情報の関係付けの仕方、図などに

よる語句と語句との関係の表し方を理解

し使うことができる。（発言、ノート） 

単元終了時に目指す児童の姿 

○資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように 

表現を工夫する姿 

 

単元で身に付けたい力 

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫する力 

言語活動とその特徴 

 本単元では、自分たちの学校の課題についてプレゼンテーションを行うという言語活動を設定している。みんなが楽しい学校生活を送るた

めにはどうしたらよいかを考え、下級生に課題点と解決方法を知ってもらい、一緒に行動してもらえるように説得する力が重要である。 

そして、プレゼンテーションを行う場合、まずは情報を集める力が必要となる。また、集めた情報を自分たちの発表の目的に合わせて取捨選

択したり情報どうしを関係付けながら加工したりする力が大切になってくる。自分たちが集めた資料を活用し、自分の考えが伝わるように表

現を工夫する力を身につけることができると考える。 

児童の実態 指導観 

 児童はこれまでに、新聞やポスターなどを作成する学習を通して、目的に合わ

せて書くことを学んできた。 

 R３年度全国学力・学習状況調査の結果では、国語の正答率は 75.0％と全国より

プラス 4.8 であった。しかし、観点別にみると、「読むこと」は 16.7％と低く、

「書くこと」は 75.0％、「話すこと・聞くこと」は 100％であった。 

 これまで、国語科、「情報活用」の学習では 5 学年の時、「和の文化を受けつ

ぐ」で、必要な情報を見つけまとめる学習を行い、6 学年の 1 学期には、「イース

ター島にはなぜ森林がないのか」の学習では、筆者の論の進め方を捉える学習を行

ってきた。「話す」の学習では、5 学年の時、「資料を見て考えたことを話そう」

で、考えが明確にあるように話すことや資料と関係付けて話す学習を行ってきた。

しかし、自分の考えを図表を使って伝えたり、プレゼンテーションをする機会は十

分ではない。大用小学校のみんなが仲良く遊べる方法や手立てを、全校児童に分か

りやすくプレゼンテーションできるように図表を使ったり、話し方に工夫をしな

がら、伝えることができるよう取り組ませたい。 

 第一次では、「町の幸福論」を読み、「みんなが笑顔になる大

用小学校」について考え、プレゼンテーションするという活動の

見通しを持たせ、活動への意欲を高める。 

 第二次では、教材文の構成と資料の活用を捉え、「コミュニテ

ィデザイン」と筆者の主張について読み取り、自分たちの大用小

学校についての提案内容を考える。アンケートや資料、本などか

ら情報を集め、提案する中心的な内容を考える。5 年生にも協力

してもらい、練習のプレゼンテーションを行い、感想や意見交換

をする。 

 第三次では、全校の前でプレゼンテーションを行い、自分たち

のプレゼンテーションを振り返るとともに、学びの過程を振り返

ることで、今後に生かそうとする意欲へとつなげるようにした

い。 

研究主題：確かな学力を身につけ、ともに学び合う子の育成 

 

〇国語の見方・考え方を働かせる手立てを焦点化させる。 

  ・見方・考え方をどの場面で働かせたいのかを考え、意図的に設定する。 

〇自分や友だちの考えを働かせる手立てをする。 

  ・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動を設定する。 

〇家庭学習(特に予習)を授業の中で生かす場面をつくる。 

・意図的に家庭学習を生かす場面をつくる。 

 

②「町の幸福論」を読んで、

自分たちの大用小学校につ

いて考える。 

・教材文の構成と資料の活用を捉

え、「コミュニティーデザイ

ン」と筆者の主張について読み

取り、自分たちの大用小学校に

ついて提案内容を考える。 

③今の大用小学校の課題や目

指していることを考え、提

案を考える。 

・大用小学校の現状や課題をアン

ケートをしてみつけ、資料や本

などから情報を集め、提案する

中心的な内容を考える。 

④プレゼンテーションして、

意見交換をする。（本時） 

・5 年生にプレゼンテーションを

行い、意見交換をする。 

【思考・判断・表現①】 

・「読むこと」において、目的に応じて、

文章と図表などを結びつけるなどして必

要な情報を見付けたり、論の進め方につ

いて考えたりしている。（発言、ワーク

シート） 



 

６ 本時の学習                                                                           

（１）目標                       （本時１２/１４）                                     （本時１１/１３） 

 

 

（２）展開 

学習活動及び学習内容 
主な発問（※） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（○） 

評価（★） 

教師の動き 
学習活動及び学習内容 

主な発問（※） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（○） 

評価（★） 

１．前時を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

３．お互いが書いた文章を読み合い、助

言や意見を出し合い、より良いもの

に推敲する。 

 

 

 

 

 

 

４．６年生に読んでもらい意見をもらう。 

 

 

 

 

 

５．本時の学習を振り返る。 

 

 

※読み手に分かるような文章にするに 

は、どんなことに気をつければよい 

でしょうか。 

 ・写真や絵、グラフの使い方を工夫す

る。 

 ・事実、感想、意見を区別して書く。 

 ・文章の構成を工夫する。 

 ・表現や内容を分かりやすくする。 

 

 

 

 

 

※友だちのパンフレットがもっとよく

なるように意見を出し合いましょ

う。 

○前時の学習を振り返るとともに、 

単元のゴールを確認させる。 

 

〇推敲する時のポイントを確認させ

る。 

 

 

〇ポイントの中から、今回推敲すると

ころを決めさせる。 

 

 

 

 

〇ポイントにそって 5 年 2 人がお互い

の文章を読み合い、意見交換をさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

〇6 年生に読んでもらい助言をもらう

ように指導する。 

 

★読み手を意識して、文章を推敲する 

ことができているか。 

（思考・判断・表現②） 

 ０ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

１２ 

 

 

２５ 

 

 

 

４０ 

 

 

 

 

 

 

１．前時を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

３． 作成したプレゼンテーションを使

って読み合い、聞き手を説得でき

る工夫をする。 

 

４．5 年生にプレゼンテーションを行

い、意見交換をする。  

 

 

 

 

５．本時の学習を振り返る。 

※聞き手に分かるような文章にするには、どん 

なことに気をつければよいでしょうか。 

（5 年生と一緒に考える） 

 ・写真や絵、グラフの使い方を工夫する。 

 ・事実、感想、意見を区別して書く。 

 ・文章の構成を工夫する。 

 ・表現や内容を分かりやすくする。 

 

 

※聞き手を説得するポイントにはどんなものが 

ありましたか。 

・資料を使って、説明を分かりやすくする。 

・資料を使う場面や順序を工夫する。 

 ・伝えたい内容と資料を合わせる。 

・聞き手にとって分かりやすい言葉や表現を 

使う。 

 ・発表の仕方を工夫する。（強調、速さ、引き 

つけ方） 

 

 

 

 

 

※6年生のプレゼンテーションが 

 もっと良くなるように、工夫した 

ポイントに注意しながら聞きま 

しょう。 

〇前時の学習を振り返るとともに、 

単元のゴールを確認させる。 

 

 

 

 

 

○聞き手を説得できるプレゼンテーシ 

ョンを行うために気をつけることを 

確認させる。 

 

〇ポイントの中から、今回、工夫すると

ころを決めさせる。 

 

 

 

 

〇読み手、聞き手に分かれてプレゼン 

テーションの練習をさせる。 

 

 

〇ポイントを確認してから、しっかり

と聞けるように指導する。 

 

 

★自分の考えが伝わるプレゼンテーシ 

ョンにすることができたか。 

（思考・判断・表現②） 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                       直接指導        間接指導 

（３）準備物     

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

第５学年 第６学年 

読み手を意識して、友だちと協力して文章を推敲することができる。 自分の考えが伝わるプレゼンテーションを作成することができる。 

時間 

タブレット、メニューボード タブレット、提示用テレビ、メニューボード 

五
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
年
生 

 

10/27 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10/27 
  

 

熊
野
神
社
を
知
っ
て
も
ら
お
う 

 
 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
大
用
小
学
校
に
し
よ
う 

                       

ふ
り
返
り 

 
 
 
 
 
 
 

ふ
り
返
り 

  

め
あ
て 

 

本
時
の
流
れ 

聞
き
手
を
説
得
す
る
ポ
イ
ン
ト 

・
資
料
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く 

・
資
料
を
使
う
場
面
・
順
序 

・
伝
え
た
い
内
容
と
資
料
を
合
わ 

せ
る 

・
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
こ
と 

ば
・
表
現 

・
発
表
の
仕
方
の
工
夫 

   

め
あ
て 

 
読
み
手
・
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
く
す
る
ポ
イ
ン
ト 

・
写
真
や
絵
、
グ
ラ
フ
の
使
い
方
を
工
夫 

・
事
実
と
感
想
、
意
見
を
区
別 

・
文
章
の
構
成
を
工
夫 

・
表
現
や
内
容
を
分
か
り
や
す
く 

   

本
時
の
流
れ 

読み手に分かるように文章を推敲しよう。 

聞き手を説得できるプレゼンテーションになるように工夫しよう。 


